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寺紋
　 柊

ひいらぎ

かこみ沢
おもだか

瀉　　
（通称　大関沢

おもだか

瀉）

てらスクール「坐禅」　

大雄寺３６世重興徹巖良一大和尚　本葬

ドラマ『一休さん』ロケ中の１コマ

雅楽演奏会「横笛」
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大
雄
寺
三
六
世
重
興
徹
巖
良
一
大
和
尚
遷
化

　
　
　
　
　
　
　

認
可

昭
和
55
年　
　
　

研
修
道
場
「
月
光
館
」

　
　
　
　
　
　
　

新
造

昭
和
56
年　
　
　

研
修
道
場
「
月
光
館
」

　
　
　
　
　
　
　

落
慶

昭
和
57
年
～
平
成
15
年

　
　
　
　
　
　
　

黒
羽
刑
務
所
教
誨
師
委
嘱

昭
和
57
年　
　
　

経
蔵
保
存
修
理
二
カ
年
継

　
　
　
　
　
　
　

続
事
業
開
始

昭
和
58
年
～
平
成
15
年

　
　
　
　
　
　
　

黒
羽
刑
務
所
篤
志
面
接
委

　
　
　
　
　
　
　

員
委
嘱

昭
和
58
年　
　
　

経
蔵
落
慶

昭
和
58
年
4
月
～
平
成
3
年
5
月

　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県
第
五
教
区
長

昭
和
59
年　
　
　

白
旗
不
動
尊
移
築

昭
和
60
年　
　
　

新
庫
裡
建
設

昭
和
63
年　
　
　

新
庫
裡
完
成
、
庫
裡
保
存

　
　
　
　
　
　
　

修
理
事
業
三
カ
年
継
続
事

　
　
　
　
　
　
　

業
開
始

平
成
元
年　
　
　

庫
裡
落
慶
、
自
動
防
火
設

　
　
　
　
　
　
　

備
事
業
三
カ
年
継
続
事
業

　
　
　
　
　
　
　

開
始

平
成
4
年　
　
　

退　

董

平
成
24
年
4
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　

遷
化　

八
十
七
歳

表
　
彰
　
歴

昭
和
41
年
5
月
10
日

　
　

民
生
委
員　

児
童
委
員
と
し
て
厚
生
大

　
　

臣
賞
表
彰

昭
和
50
年
6
月
27
日

　
　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
連
合

　
　

会
長
賞
表
彰

昭
和
52
年
9
月
22
日

　
　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
連
合

　
　

会
長
賞
表
彰

昭
和
53
年
11
月
22
日

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
局
長

賞
表
彰

昭
和
60
年
3
月
1
日

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
賞

表
彰

昭
和
63
年
6
月
11
日

　
　

教
誨
師
と
し
て
東
京
矯
正
管
区
長
表
彰

昭
和
63
年
12
月
14
日

　
　

教
誨
師
と
し
て
黒
羽
刑
務
所
長
表
彰

平
成
3
年
6
月
11
日

　
　

教
誨
師
と
し
て
東
京
矯
正
管
区
長
表
彰

平
成
5
年
9
月
21
日

　
　

教
誨
師
と
し
て
東
京
矯
正
管
区
長
表
彰

平
成
8
年
10
月
3
日

篤
志
面
接
委
員
と
し
て
篤
志
面
接
委
員

協
議
会
会
長
賞
表
彰

平
成
11
年
6
月
11
日

教
誨
師
と
し
て
教
誨
師
連
盟
総
裁
賞

表
彰

平
成
12
年
9
月
6
日

　
　

教
誨
師
と
し
て
法
務
大
臣
賞
表
彰

平
成
14
年
5
月
14
日

　
　

藍
綬
褒
章
受
章

謝
　
辞
　（
密
葬
）

遺
族
親
族
を
代
表
と
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

大
雄
寺
三
六
世
重
興
徹
巖
良
一
大
和
尚
の
密

葬
仮
通
夜
、
荼
毘
式
に
ご
参
列
御
焼
香
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徹
巖
良
一
大
和
尚
は
、
三
月
十
三
日
に
日
赤

病
院
に
入
院
し
、
肺
炎
治
療
を
致
し
て
居
り

　

黒
羽
山
大
雄
寺
三
六
世
徹
巖
良
一
大
和

尚
が
昨
年
（
平
成
二
十
四
年
）
四
月
十
日
、

八
七
歳
を
も
っ
て
遷
化
致
し
ま
し
た
。
こ
こ

に
生
前
の
ご
交
誼
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

徹
巖
良
一
大
和
尚
は
、
昭
和
二
十
一
年
源

昌
寺
二
七
世
住
職
と
し
て
二
十
年
間
、
当
山

大
雄
寺
三
六
世
住
職
と
し
て
昭
和
四
十
一
年

か
ら
平
成
三
年
の
退
董
ま
で
二
十
五
年
間
を

寺
院
の
護
持
、
檀
信
徒
教
化
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
葬
は
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
檀

家
葬
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
雄
寺
三
六
世
重
興
徹
巖
良
一
大
和
尚
の

足
跡
を
つ
づ
り
、
偲
ん
で
み
た
い
と
存
じ
ま

す
。

大
雄
寺
三
六
世
重
興
徹て
つ
が
ん
り
ょ
う
い
ち

巖
良
一
大
和
尚

　
　
　
　

(

一
九
二
五
年
～
二
〇
一
二
年)

あ
　
ゆ
　
み

昭
和
21
年
6
月
～
昭
和
41
年
5
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

源
昌
寺
住
職

昭
和
28
年
12
月
～
昭
和
41
年
5
月

　
　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
、
児
童
委
員

昭
和
41
年
6
月
～
平
成
４
年
５
月

　
　
　
　
　
　
　

大
雄
寺
住
職

昭
和
41
年
12
月
～
昭
和
46
年
12
月

　
　
　
　
　
　
　

保
護
司

昭
和
42
年　
　
　

鐘
楼
改
修
、
鐘
楼
堂
落
慶

　
　
　
　
　
　
　

大
雄
寺
経
蔵
・
輪
蔵
栃
木

　
　
　
　
　
　
　

県
文
化
財
指
定
を
受
け
る

昭
和
43
年　
　
　

参
道
改
修
、
護
持
会
設
立

昭
和
44
年
2
月　

本
堂
、
禅
堂
、
庫
裡
、
廻

　
　
　
　
　
　
　

廊
、
総
門
、
鐘
楼
、
御
霊

　
　
　
　
　
　
　

屋　

栃
木
県
文
化
財
指
定

　
　
　
　
　
　
　

を
受
け
る

昭
和
45
年　
　
　

禅
堂
解
体
修
理
二
カ
年
継

　
　
　
　
　
　
　

続
事
業
開
始

昭
和
46
年
8
月　

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
、

　
　
　
　
　
　
　

禅
堂
落
慶

昭
和
46
年
8
月
～
昭
和
60
年
３
月

　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員	

昭
和
47
年　
　
　

手
動
防
災
設
備
設
置

昭
和
50
年　
　
　

本
堂
他
四
棟
保
存
修
理
事

　
　
　
　
　
　
　

業
三
カ
年
継
続
事
業
開
始

昭
和
52
年　
　
　

本
堂
落
慶
・
江
湖
会
厳
修

昭
和
53
年　
　
　

童
話
幼
稚
園
（
明
星
館
幼

　
　
　
　
　
　
　

稚
園
）
設
立
、
参
禅
道
場
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ま
し
た
が
、
薬
石
効
な
く
、
四
月
十
日
午
後

三
時
二
十
分
肺
炎
に
よ
り
、
家
族
が
見
守
る

中
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
八
七
年

の
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
。

良
一
大
和
尚
は
、
川
田
源
昌
寺
を
昭
和

二
十
一
年
に
住
職
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
二
十

年
間
、
そ
の
後
昭
和
四
十
一
年
か
ら
当
大
雄

寺
住
職
に
就
任
し
、
平
成
三
年
の
退
董
ま
で

の
二
十
五
年
間
、
加
え
て
四
十
五
年
間
の
住

職
歴
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三
年
住
職
の
交
代
の
後
も
東
堂
と
し

て
、
寺
院
の
護
持
、
布
教
教
化
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
、大
雄
寺
の
伽
藍
保
存
に
心
血
を
注
ぎ
、

昭
和
四
〇
年
代
五
〇
年
代
は
、
檀
信
徒
と
と

も
に
一
丸
と
な
っ
て
保
存
修
理
を
実
施
し
た

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
今
に
伝
え
る
五
〇
〇
年
の
歴
史
を
守
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

徹
巖
良
一
大
和
尚
の
遺
偈(

生
前
に
し
た
た

め
た
最
期
に
残
す
言
葉)

を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　
　

一
生
一
死　

八
十
七
年　

一
夢
之
中

　
　

風
清
水
平

『
私
の
八
十
七
年
の
人
生
は
、
夢
の
よ
う
に

過
ぎ
、
今
心
は
静
か
で
、
何
の
迷
い
も
こ
だ

わ
り
も
な
く
穏
や
か
で
あ
る
。』
と
い
う
言

葉
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

良
一
大
和
尚
の
心
境
は
穏
や
か
な
顔
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
教
区
寺
院
の
ご
随
喜
を
い
た
だ
き

厳
粛
の
う
ち
に
滞
り
な
く
密
葬
儀
を
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
役
員
様
、
ご
詠
歌

教
室
の
皆
様
、
読
経
会
の
皆
様
、
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

な
お
、
本
葬
は
、
来
る
五
月
三
十
日
・

三
十
一
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
檀
家
葬
に

て
執
り
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ご
来
山
の
上
、
御
焼
香
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
遺
族
代
表
の
お
礼
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日　

　
　
　
　

密
葬
荼
毘
出
棺　

遺
族
謝
辞

　
　
　
　
　
　

大
雄
寺
住
職　

倉
澤
良
裕

謝
　
辞
　（
本
葬
）

本
日
は
、徹
巖
良
一
大
和
尚
の
本
葬
に
際
し
、

本
寺
成
高
寺
篤
中
一
誠
老
師
に
秉
炬
を
お
勤

め
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
尊
宿
老
師
、
教
区
御

寺
院
様
を
始
め
、
檀
信
徒
並
び
に
各
関
係
諸

氏
の
皆
様
に
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
か
く

も
多
数
の
ご
会
葬
を
賜
り
御
焼
香
頂
き
、
且

つ
ご
丁
重
な
る
御
弔
慰
、
過
分
な
る
お
志
し

を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
旧
黒
羽
川
田
源
昌
寺
へ
戦

後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
に
住
職
と
な
り

二
十
年
間
在
住
し
、
そ
の
間
本
堂
改
築
の
偉

業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
に
大
雄
寺
三
六
代
住
職
と
し

て
迎
え
ら
れ
、
平
成
三
年
ま
で
の
二
十
五
年

間
、住
職
と
し
て
在
籍
し
寺
院
の
護
持
発
展
、

布
教
教
化
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
大
雄
寺
で
の
二
十
五
年
間
は
本
堂
、
禅

堂
、
庫
裡
、
廻
廊
等
の
栃
木
県
文
化
財
指
定

に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
保
存
事
業
に
費
や
し
七

堂
伽
藍
全
て
の
解
体
保
存
修
理
に
着
手
さ

れ
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
こ
と
に

力
を
注
が
れ
、
全
国
で
も
珍
し
い
茅
屋
根
の

禅
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
室
町

時
代
の
姿
が
今
に
残
す
こ
と
が
出
来
き
ま
し

た
こ
と
は
、
大
雄
寺
の
中
興
の
祖
と
認
め
ら

れ
る
も
の
と
私
ど
も
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
住
職
在
籍
中
、
明
星
館
幼
稚
園
を
新

設
し
、
幼
児
教
育
に
も
力
を
注
が
れ
、
ま
た
、

住
職
を
退
董
し
、
東
堂
に
な
っ
て
も
黒
羽
刑

務
所
教
誨
師
と
し
て
矯
正
教
育
に
も
尽
力
さ

れ
、
宗
教
家
と
し
て
本
義
を
全
う
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
支
え
て
下
さ
っ
た
檀

信
徒
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
頂
い
た
お
陰
で
ご
ざ
い
ま

す
。

そ
の
ご
芳
情
に
対
し
父　

良
一
大
和
尚
に
な

り
替
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
正
、
昭
和
、
平
成
と
八
十
七
年
の
願
い
を

生
涯
と
し
て
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
み
仏
の
御
加
護
の
賜
と
感
謝
し
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
ど
も
ま
だ
ま
だ
若
輩
の
身
な
れ
ば
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
謝
辞
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日　
　
　
　

遺
弟
（
大
雄
寺
住
職
）　

倉
澤
良
裕　



4

境
　
　
内
　
　
整
　
　
備

入
　
　
寺

大
雄
寺
で
は
普
段
皆
様
に
お
使
い
頂
い
て
い

る
墓
地
前
駐
車
場
と
集
古
館
（
宝
物
館
）
横

の
東
司
（
お
手
洗
い
）
工
事
に
よ
る
境
内
整

備
を
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
整
備
内
容
は
以
下
に
な
り
ま
す
。

●
墓
地
前
駐
車
場
の
縁
石
撤
去
に
よ
る
駐
車

　

場
の
拡
張
。

●
宝
物
館
横
の
道
路
整
備
に
よ
る
墓
地
か
ら

　

東
司
へ
の
近
道
。

こ
れ
ま
で
駐
車
場
内
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
墓
地

か
ら
東
司
ま
で
の
う
回
路
に
よ
り
ご
不
便
お

掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
整
備
に
よ
り

緩
和
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
使
用
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

墓地前駐車場　施工後歩道　施工後

横木２本

撤去

歩道　施工前 墓地前駐車場　施工前

縁石撤去

倉
澤　

文
尭　

		

　

約
一
年
間
の
修
行
を
終
え
、
今
年
の
二
月

に
本
山
總
持
寺
を
送
行
し
、
大
雄
寺
に
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。
安
居
生
活
を
振
り
返
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
間
。
し
か
し
、
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
辛
か
っ
た
時
期
は
帰
り

た
い
衝
動
に
何
度
も
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

度
に
、
送
り
出
し
て
く
れ
た
檀
家
様
、
家
族
、

友
人
の
顔
が
浮
か
び
、
力
と
な
っ
て
引
き
と

め
て
く
れ
ま
し
た
。
何
百
年
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
る
こ
と
の
な
い
本
山
で
の
修
行
生
活
は
、

父
で
あ
る
現
住
職
も
や
り
通
し
て
お
り
、
す

ぐ
隣
で
は
同
安
居
が
涙
を
流
し
な
が
ら
も
が

ん
ば
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
姿
に
「
自
分
に
や

れ
な
い
こ
と
は
な
い
」
そ
う
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

修
行
生
活
は
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
、
弱
さ

や
甘
え
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
る
と
同
時

に
仏
法
、
僧
侶
と
は
何
か
を
深
く
考
え
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
送
行
し
て
、
寺
に
戻
っ
て
か
ら
が
本
当

の
修
行
で
あ
る
」
と
老
師
は
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

大
雄
寺
に
戻
っ
た
今
、
僧
堂
と
は
異
な
っ

た
厳
し
さ
や
困
難
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

僧
堂
の
生
活
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
真
摯
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
行
じ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

梅
木　

伸
治　

		

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
日
よ
り
平
成

二
十
四
年
五
月
十
日
ま
で
、
新
潟
市
江
南
区

に
あ
る
大
榮
寺
専
門
僧
堂
に
て
修
行
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

大
榮
寺
で
は
、
大
本
山
永
平
寺
の
日
課
・

月
課
・
年
中
行
持
に
従
っ
て
修
行
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
朝
起
き
て
か
ら
就
寝
ま
で
、
そ

の
行
い
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
作
法
や
規
範
が

あ
り
、
す
べ
て
の
行
い
決
ま
り
に
従
っ
て
、

黙
々
と
、
精
一
杯
つ
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
修

行
で
す
。
日
々
の
修
行
の
中
心
は
坐
禅
で
す

が
、
生
活
の
す
べ
て
が
大
切
な
修
行
で
す
。

掃
除
や
炊
事
、食
事
を
と
る
こ
と
、雲
水
（
修

行
僧
）
の
一
挙
手
一
投
足
が
、
坐
禅
と
同
じ

く
、
自
己
の
尊
い
修
行
と
し
て
行
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

何
事
に
も
、
実
践
が
第
一
と
さ
れ
ま
す
。

同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ

と
に
よ
り
「
体
に
染
み
込
ま
せ
る
」
と
教
え

ら
れ
ま
す
。
普
段
で
き
な
い
こ
と
が
、
本
番

で
出
来
る
訳
は
な
い
の
で
す
。

　

修
行
の
ひ
と
つ
に
托
鉢
が
行
わ
れ
ま
す
。

読
経
し
な
が
ら
鈴
を
鳴
ら
し
て
家
を
め
ぐ

り
、
浄
財
を
頂
戴
し
ま
す
。
清
ら
か
な
浄
財

を
喜
捨
し
て
く
れ
た
尊
い
心
に
感
謝
す
る
心

が
生
ま
れ
ま
す
。

　

僧
堂
で
身
に
付
け
た
作
法
と
感
謝
の
心
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
精
進
し
て
ゆ
く
つ
も
り

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

送
行
を
迎
え
て

僧
堂
生
活
を
終
え
て	
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鈴
木
福
く
ん
主
演

ド
ラ
マ
『
一
休
さ
ん
』
ロ
ケ
が

大
雄
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

二
〇
一
二
年
六
月
三
十
日
に
放
送
さ
れ
た
フ
ジ
テ
レ

ビ
系
列
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
「
一
休
さ
ん
」（
鈴
木

福
君
主
演
）
の
ロ
ケ
が
大
雄
寺
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

室
町
建
築
の
伽
藍
が
製
作
者
側
の
考
え
る
ア
ニ
メ
「
一

休
さ
ん
」
の
舞
台
「
安
国
寺
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近

い
と
さ
れ
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
五
月
下
旬
の
三
日
間
、
天
気
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
堂
を
は
じ
め
廻
廊
な
ど
境
内
の
ほ
ぼ
全
体

を
使
用
し
、
無
事
撮
影
が
終
了
し
、
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
雄
寺
の
伽
藍
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ド
ラ
マ

に
使
用
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
頂
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
事
は
、
今
年
遷
化
致
し
ま
し
た
徹
巖
良

一
大
和
尚
を
は
じ
め
歴
代
住
職
、
各
檀
家
様
の
ご
先
祖

様
に
よ
る
賜
で
あ
り
ま
す
。
私
共
も
改
め
て
護
持
し
て

い
く
気
持
ち
を
深
め
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第
12
回 

大
雄
寺
定
期
演
奏
会

雅
へ
の
誘
い 「
雅
楽
演
奏
会
」
開
催

雄

禅

会

研

修

　

牡
丹
開
花
の
時
期
で
あ
る
五
月
十
三
日
に
恒

例
と
な
り
ま
し
た
大
雄
寺
定
期
演
奏
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
横
笛
、
正
倉
院
復
元

楽
器
・
笙
し
ょ
う
、
篳ひ
ち
り
き篥
に
よ
る
雅
楽
演
奏
を
中
村
香

奈
子
氏
、
田
島
和
枝
氏
、
小
林
勝
幸
氏
の
三
名

に
よ
り
演
奏
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
午
前
の
部
、
午

後
の
部
共
に
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
山
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
も
満
開
に
近
い
牡
丹
が
咲

く
庭
を
背
景
に
趣
深
い
演
奏
が
境
内
に
響
き
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「　

調　

息　

」

	
	

	
	

雄
禅
会
会
長　

目
面　

靖
浩　

　

禅
堂
に
入
る
。
単
に
上
が
る
。
坐
相

を
整
え
る
。
止
静
の
鐘
の
音
が
三
つ
聞

こ
え
る
。
そ
の
後
に
聞
え
る
の
は
日
常

の
営
み
の
音
。
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
、
葉

擦
れ
の
さ
さ
や
き
、
人
の
声
、
車
の
音
、

そ
れ
も
い
つ
し
か
気
に
な
ら
な
く
な
る

と
、

自
分
の
呼
吸
、
隣
の
人
の
呼
吸
、
息
の

音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
・
・
・
。

　

十
一
月
三
日
、
新
潟
に
あ
る
大
榮
寺

に
雄
禅
会
の
研
修
と
し
て
お
じ
ゃ
ま
し

ま
し
た
。

堂
長
の
五
十
嵐
老
師
に
ご
挨
拶
し
た

後
、
今
回
の
研
修
参
加
者
に
坐
禅
の
心

構
え
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
大
榮
寺
は
、
今
年
大
雄
寺
に
戻
っ

て
き
た
、
梅
木
さ
ん
の
修
行
し
た
お
寺

で
す
。
若
い
修
行
僧
の
方
々
に
禅
の
心

を
諭
さ
れ
て
い
る
老
師
か
ら
直
々
に
お

話
し
頂
け
る
光
栄
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。

老
師
の
お
話
は
「
息
を
整
え
る
」
と
い

う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

そ
れ
ら
は
、

●
「
い
き
は
生
き
」
息
を
す
る
こ
と
は
、

　

命
そ
の
も
の
で
す
。

●
座
っ
て
「
丹
田
」
を
落
ち
着
け
る
。

　

丹
田
で
息
を
吸
い
込
む
。
こ
の
「
丹

　

田
呼
吸
法
」
が
心
の
落
ち
着
き
を
取

　

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
心
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
に
は
、

　
「
静
か
な
呼
吸
、深
い
呼
吸
」
の
「
丹

　

田
呼
吸
法
」
を
継
続
し
て
実
践
す
る

　

こ
と
で
す
。

●
息
を
調
え
、「
平
常
心
」
を
取
り
戻

　

す
と
、
身
の
回
り
の
現
象
の
受
け
止

　

め
方
が
変
わ
り
ま
す
。

●
息
が
乱
れ
て
い
た
と
き
に
は
聞
こ
え

　

な
か
っ
た
音
が
聞
こ
え
、
見
え
な

　

か
っ
た
物
が
見
え
て
き
ま
す
。

と
、
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
人
一
人
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
方
で
、
坐
禅
を
し
て
い
る
か

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
答
え
に
応
じ

て
、
坐
禅
の
工
夫
に
つ
い
て
教
え
て
頂

い
た
後
、
大
榮
寺
の
禅
堂
で
坐
禅
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
年
座
り
続
け
て
も
、
座
り
始
め
は

心
が
乱
れ
て
い
ま
す
。
止
静
の
鐘
が

鳴
っ
て
も
、
あ
れ
こ
れ
、
日
常
の
雑
念

が
頭
を
よ
ぎ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら

を
気
に
せ
ず
放
っ
て
お
く
と
次
第
に
気

持
ち
が
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。す
る
と
、

息
の
音
が
意
識
の
片
隅
に
立
ち
上
っ
て

き
ま
す
。
心
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、

そ
の
リ
ズ
ム
も
一
定
に
な
り
ま
す
。
つ

い
に
は
息
の
音
も
聞
こ
え
な
く
な
る

と
、
放
禅
の
鐘
の
音
が
日
常
に
戻
し
て

く
れ
ま
す
。

　

秋
の
一
日
、
坐
禅
の
心
構
え
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
の

で
き
た
貴
重
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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大 

雄 

寺
　 

て 

ら 

ス 

ク 

ー 

ル

　

今
年
で
七
年
目
と
な
る
雄
禅
会
主
催
「
大

雄
寺　

て
ら
ス
ク
ー
ル
」
を
八
月
十
八
日
に

開
講
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
「
ス
キ
ス
キ

と
ん
ち　

一
休
さ
ん
体
験
」
と
題
し
、
小
学

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
合
計
十
三
名
の

子
ど
も
た
ち
が
、
大
雄
寺
に
お
い
て
坐
禅
や

作
務
な
ど
の
禅
生
活
を
体
験
し
た
ほ
か
、
茶

道
体
験
や
肝
試
し
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は

初
め
て
の
一
泊
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
例
年

以
上
に
子
供
た
ち
の
安
全
に
気
を
配
り
ま
し

た
が
、
食
事
作
法
を
は
じ
め
普
段
の
生
活
に

お
け
る
礼
儀
作
法
や
日
本
文
化
、
子
供
た
ち

同
士
で
の
助
け
合
い
に
つ
い
て
直
に
体
験

し
、
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

子
供
た
ち
の
声

●　

し
ょ
う
す
の
仕
事
で
五
時
か
ら
振
鈴
を

　
　

振
り
、
み
ん
な
を
起
こ
し
ま
し
た
。
鈴

　
　

振
り
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●　

今
日
は
初
め
て
の
坐
禅
や
茶
道
体
験
を

　
　

や
り
ま
し
た
。
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
楽

　
　

し
く
出
来
ま
し
た
。

●　

き
も
だ
め
し
は
ぜ
ん
ぜ
ん
こ
わ
く
あ
り

　
　

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
お

　
　

ね
え
さ
ん
だ
か
ら
で
す
。
お
と
も
だ
ち

　
　

が
で
き
ま
し
た
。

●　

初
の
坐
禅
で
き
ん
ち
ょ
う
し
た
。
作
務

　
　

で
長
い
廊
下
を
ぞ
う
き
ん
で
全
速
力
で

　
　

か
け
ぬ
け
ま
し
た
。

金
井　

恵　

　

今
年
七
回
目
の
寺
ス
ク
ー
ル
は
、
初
め
て

の
宿
泊
と
な
る
お
寺
の
修
行
体
験
で
し
た
。

私
は
、
日
曜
坐
禅
の
雄
禅
会
の
皆
様
と
共
に

お
手
伝
い
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
々
に
送
ら
れ
て
来
た
子
供
た
ち

は
、
初
め
て
の
顔
負
わ
せ
。
こ
れ
か
ら
の
体

験
に
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
と
い
っ
た
面
持

ち
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
開
講
式
が
始
ま
り

正
座
を
し
て
皆
で
般
若
心
経
を
唱
え
、
ご
住

職
の
お
話
を
聞
く
う
ち
に
落
ち
着
き
を
見
せ

は
じ
め
、
静
か
に
坐
禅
を
す
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
作
務
の
拭
き
掃
除
や
掃
き
掃
除
な

ど
も
嫌
が
ら
ず
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

　

一
泊
二
日
の
日
程
の
間
に
は
、
自
分
の
役

割
を
果
た
す
事
や
食
事
の
作
法
を
守
る
事
、

茶
道
の
体
験
や
肝
試
し
、
河
原
で
の
ス
イ
カ

割
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
。
初
め
て

で
分
か
ら
な
い
事
で
も
真
剣
な
眼
差
し
で
取

り
組
み
、
楽
し
い
時
は
、
満
面
の
笑
顔
で
は

し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
と
過
ご
す
う
ち
に
私
は
、

お
手
伝
い
と
い
う
立
場
よ
り
も
一
緒
に
寝
食

を
共
に
す
る
仲
間
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち

で
し
た
。

　

早
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
移
り
変
わ
る
今
の
時

代
で
は
あ
っ
て
も
子
供
た
ち
は
、
純
粋
で
素

直
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
か
ら
私
は
、
忘
れ
か

け
て
い
た
新
鮮
な
感
覚
を
教
え
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
こ
の
大
雄
寺
で
の

貴
重
な
体
験
が
子
供
た
ち
皆
の
心
に
残
り
、

一
隅
の
光
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す
。

合
掌　

﹁
ス
キ
ス
キ
と
ん
ち
　
一
休
さ
ん
体
験
﹂

寺
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
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「
小
瀧
龍
雄
様
と
戦
艦
武
蔵
」

倉
澤
　
文
尭

　

一
九
三
八
年
、長
崎
に
は
漁
具
（
魚
網
等
）

に
使
う
棕し
ゅ
ろ櫚
で
作
ら
れ
た
す
だ
れ
状
の
目
隠

し
が
全
面
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
不
気
味

な
場
所
が
あ
っ
た
。
長
崎
住
民
は
そ
の
場
所

を
見
つ
め
て
い
る
と
警
察
か
ら
即
座
に
叱
責

を
受
け
、中
に
は
逮
捕
さ
れ
る
者
も
あ
っ
た
。

い
つ
し
か
付
近
の
住
民
ら
は
「
目
隠
し
の
中

で
は
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
が
起
き
て
い
る
」
と

噂
し
、
そ
の
中
に
あ
る
も
の
を
「
お
ば
け
」、

「
魔
物
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
目
隠
し
の
中
で
極
秘
に
作
ら
れ
て

い
た
も
の
こ
そ
が
、
大
日
本
帝
国
海
軍
の

戦
艦
「
武
蔵
」
で
あ
る
。
巨
額
の
国
家
予

算
を
投
じ
て
作
ら
れ
た
「
武
蔵
」
は
、
全

長263.0m

、
全
幅38.9m

、
排
水
量

69,000

ト
ン
、
直
径46cm

の
主
砲
を
九

門
装
備
し
た
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
戦
艦

で
あ
っ
た
。

　

私
が
小
瀧
龍
雄
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し

た
の
は
、
月
に
一
度
開
か
れ
て
い
る
大
雄
寺

で
の
「
写
経
会
」
に
参
加
し
た
時
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
礼
儀
正
し

い
立
ち
振
る
舞
い
か
ら
感
じ
取
れ
る
厳
し

さ
。
そ
し
て
朗
ら
か
で
や
さ
し
い
笑
顔
を
さ

れ
る
魅
力
的
な
方
と
感
じ
ま
し
た
。
以
前
よ

り
小
瀧
さ
ん
が
達
筆
で
あ
る
事
は
住
職
か
ら

聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
拝
見
し
て

書
を
ご
教
授
願
い
た
い
と
、
か
ね
が
ね
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
写
経
も
終
わ
り
、
茶
話

会
中
、
私
は
小
瀧
さ
ん
が
以
前
海
兵
で
あ

り
、
戦
艦
「
武
蔵
」
の
乗
組
員
で
あ
っ
た
事

を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
私
は

そ
の
体
験
を
伺
い
た
く
、
失
礼
を
承
知
で
小

瀧
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
残
酷

か
つ
過
酷
な
戦
争
体
験
を
お
持
ち
の
方
の
中

に
は
、
そ
の
衝
撃
的
な
体
験
に
口
を
つ
む
ぐ

方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
は
そ
う

い
っ
た
部
分
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

小
瀧
さ
ん
は
快
く
引
き
受
け
お
話
し
下
さ
い

ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
終
盤
の
昭
和
一
九
年
、
敗
色

が
濃
厚
と
な
っ
て
い
た
日
本
軍
に
と
っ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
沖
海
戦
は
起
死
回
生
の

た
め
の
大
切
な
戦
い
で
あ
っ
た
。同
年
十
月
、

戦
艦
大
和
、
武
蔵
、
長
門
を
は
じ
め
と
す
る

三
十
隻
も
の
連
合
艦
隊
が
ブ
ル
ネ
イ
に
集
結

し
、
レ
イ
テ
沖
を
目
指
し
た
。

　

し
か
し
、「
武
蔵
」
は
出
撃
途
中
に
第
五

派
ま
で
続
く
連
合
国
軍
に
よ
る
集
中
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
何
十
発
も
の
魚
雷
と

爆
弾
を
受
け
、
満
身
創
痍
と
な
っ
た
「
武

蔵
」
は
最
後
ま
で
武
蔵
を
守
り
ぬ
く
事
を
命

じ
ら
れ
た
多
く
の
乗
組
員
兵
士
達
と
共
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
に
沈
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

の
巨
大
な
戦
艦
に
備
え
ら
れ
た
世
界
一
の
主

砲
は
、
海
で
の
戦
い
の
主
役
が
戦
艦
か
ら

航
空
機
に
代
わ
っ
て
い
た
当
時
、
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
乗
組
員

二
千
三
百
九
十
九
人
中
、
生
存
者
四
百
三
十

人
。

﹃
沈
没
直
前
の
退
去
命
令
﹄

　
「
自
由
行
動
を
と
れ
っ
！
！
」
と
の
怒
声

に
似
た
命
令
が
加
藤
副
長
か
ら
発
せ
ら
れ

た
。
既
に
軍
艦
旗
は
早
川
信
号
兵
の
体
に
縛

り
付
け
ら
れ
、
海
に
入
っ
て
い
た
。
猪
口
艦

長
は
武
蔵
と
運
命
を
共
に
す
る
た
め
、
加
藤

副
長
に
遺
書
で
あ
る
手
帳
と
ペ
ン
を
託
し
、

既
に
そ
の
場
所
に
は
い
な
か
っ
た
。
私
た
ち

の
い
た
甲
板
に
は
攻
撃
に
よ
る
死
骸
や
残
骸

が
あ
り
、
散
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
既
に

海
水
が
甲
板
上
に
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
事

は
、
も
う
沈
没
直
前
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
号
令
後
し
ば
ら
く
し
て
、
傾
い
た

船
か
ら
海
に
飛
び
降
り
る
者
が
で
て
き
た
。

船
か
ら
は
既
に
五
十
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
ろ
う

か
、
海
面
が
見
え
づ
ら
く
な
る
ほ
ど
離
れ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。叫
び
声
と
共
に「
ボ

チ
ャ
ン
」
と
い
う
着
水
音
が
し
た
の
は
、
海

兵
が
飛
び
降
り
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

の
事
だ
っ
た
。
飛
び
降
り
て
か
ら
着
水
ま
で

の
音
の
間
隔
に
よ
り
、
海
面
ま
で
の
距
離
を

知
っ
た
私
は
あ
ま
り
の
怖
さ
に
飛
び
こ
む
こ

と
は
出
来
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
ま
ま
船
と

一
緒
に
沈
む
と
い
う
選
択
を
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
時
、「
他
を
見
る
な
。
俺
の
背
中
だ

け
を
見
ろ
。
俺
の
背
中
が
見
え
な
く
な
っ
た

ら
、
目
を
閉
じ
て
で
も
い
い
か
ら
飛
び
こ

め
！
！
」
と
近
く
に
い
た
阿
部
上
等
下
士
官

が
私
に
叫
ん
だ
。
そ
う
聞
こ
え
た
と
思
っ
た

時
に
は
既
に
阿
部
上
等
下
士
官
の
姿
は
そ
こ

に
な
か
っ
た
。
隣
に
い
た
萩
原
水
兵
長
と
私

は
そ
の
言
葉
通
り
、
決
死
の
思
い
で
阿
部
上

等
下
士
官
の
後
を
追
っ
て
飛
び
こ
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　

飛
び
こ
ん
だ
は
い
い
が
、
す
ぐ
に
船
の
側

面
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
ま
ま
滑
り
落
ち
る
こ

と
に
な
っ
た
。
途
中
、
何
か
が
体
に
あ
た
り

体
が
切
ら
れ
て
い
く
痛
み
を
感
じ
た
。
後
に

そ
の
痛
み
は
船
の
側
面
に
厚
く
こ
び
り
つ
い

た
牡
蠣
殻
が
私
の
体
を
引
き
裂
く
痛
み
だ
と

知
っ
た
。

　

海
に
落
ち
た
後
は
そ
の
大
き
な
戦
艦
の
作

り
だ
す
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
上
も

下
も
分
か
ら
ず
、
私
は
無
我
夢
中
で
も
が
い

た
。
ど
の
く
ら
い
の
時
間
も
が
い
て
い
た
だ

ろ
う
か
。
苦
し
み
と
格
闘
し
て
い
る
と
、
不

意
に
紐
で
頭
を
引
っ
張
ら
れ
た
よ
う
に
海
面

に
ぽ
っ
と
出
た
こ
と
に
気
付
い
た
。「
助
か
っ

た
」
と
い
う
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
そ
れ

も
束
の
間
、
大
き
な
波
の
う
ね
り
が
私
を

襲
っ
た
。
既
に
う
す
暗
く
な
っ
た
海
の
中
、

家
の
二
階
位
の
高
さ
の
う
ね
り
が
私
を
飲
み

込
ん
だ
。
そ
の
う
ね
り
に
必
死
に
耐
え
な
が

ら
泳
い
で
い
る
と
、
手
の
ひ
ら
程
の
小
さ
な

板
が
私
の
元
に
流
れ
て
き
た
。
す
ぐ
に
椅
子

の
破
片
ら
し
き
も
の
も
流
れ
て
き
て
、
私
は

そ
れ
を
腹
部
に
あ
て
、
板
を
使
い
な
が
ら
泳

い
だ
。
暗
闇
に
目
が
慣
れ
て
く
る
と
、
辺
り

に
は
少
し
ず
つ
ポ
ツ
、
ポ
ツ
と
人
の
頭
が
見

え
て
き
た
。
そ
の
う
ち
に
軍
歌
が
あ
ち
こ
ち

で
聞
こ
え
は
じ
め
、
上
弦
の
月
の
光
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
大
合
唱
へ
と
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
、
自
ら
を

鼓
舞
し
て
い
る
様
な
そ
の
歌
声
は
一
面
の
星

空
に
響
い
た
。

　

遠
く
か
ら
丸
太
が
近
づ
い
て
く
る
の
が
見

え
た
。
海
の
表
面
に
十
五
㎝
く
ら
い
溜
ま
っ

た
重
油
を
飲
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
私
は
、
呼

吸
を
し
づ
ら
い
苦
し
さ
と
疲
れ
切
り
思
う
よ
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う
に
動
か
な
い
体
で
丸
太
に
近
づ
い
た
。
丸

太
に
は
十
人
ほ
ど
の
海
兵
が
し
が
み
つ
い
て

い
て
、
私
も
つ
か
も
う
と
す
る
の
だ
が
、
何

度
と
な
く
手
を
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

時
、「
小
瀧
か
！
？
」
と
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
、
そ
の
方
向
を
み

る
と
、
丸
太
に
乗
っ
て
い
た
一
人
が
偶
然
に

も
知
り
合
い
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
助
け
て
も
ら

い
、
今
に
も
沈
み
そ
う
な
丸
太
に
何
と
か
し

が
み
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

丸
太
に
し
が
み
つ
い
た
後
は
眠
気
と
の
戦

い
だ
っ
た
。
重
油
の
温
か
さ
か
ら
で
あ
ろ
う

か
、
強
烈
な
眠
気
に
襲
わ
れ
、
何
度
も
丸
太

か
ら
手
が
離
れ
、
溺
れ
、
そ
し
て
ま
た
し
が

み
つ
い
た
。「
も
う
手
を
離
さ
な
い
ぞ
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
は
、
溺
れ
、
ま
た
し

が
み
つ
く
事
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
海
に
飛

び
込
ん
で
か
ら
二
時
間
程
海
を
さ
ま
よ
い
、

私
は
駆
逐
艦
に
助
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
話
は
お
話
頂
い
た
内
容
の
ほ
ん
の
一

部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
傷
つ
い
た
体
で
過
ご
し

た
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
で
の
生
活
、
内
地
に
戻
る

途
中
、
攻
撃
を
受
け
た
サ
ン
ト
ス
丸
か
ら
の

生
還
、
台
湾
で
知
っ
た
終
戦
。
小
瀧
さ
ん
は

そ
の
壮
絶
な
体
験
を
わ
ず
か
十
八
歳
の
時
に

体
験
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
年
齢
は
ち
ょ
う
ど
、

今
の
高
校
三
年
生
の
年
齢
に
な
り
ま
す
。

　
「
今
で
も
目
を
閉
じ
れ
ば
坊
主
頭
の
戦

友
の
顔
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
ま
す
よ
。」

と
小
瀧
さ
ん
は
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

常
に
死
を
意
識
し
な
が
ら
過
ご
し
た
小
瀧

さ
ん
か
ら
直
に
戦
争
体
験
を
聞
い
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
衝
撃
的
で
現
実
的

な
話
で
し
た
。
そ
の
話
は
あ
ら
た
め
て
私
に

戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
訴

え
か
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
国
、
人
種
、
性
別
等
あ
ら
ゆ
る

組
織
の
中
に
存
在
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
ら
を
越
え
て
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
言

わ
ば
地
球
に
生
け
る
動
植
物
の
一
部
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
組
織
に
執
着
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
と
一
体
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
他
を
我
と
思
い
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
思
い
続
け
、

生
き
て
い
く
事
は
難
し
い
事
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
争
い
は
そ
う
い
っ
た
一
人
ひ
と
り
の

意
識
か
ら
な
く
す
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

小
瀧
さ
ん
は
「
私
は
生
き
残
っ
て
こ
の
年

ま
で
生
き
て
い
る
。
生
き
き
る
こ
と
は
私
の

使
命
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。」と
笑
顔
で
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
姿
に
私
は
過
去
を
背

負
い
「
い
ま
」
を
生
き
る
小
瀧
さ
ん
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
小
瀧
龍

雄
様
に
、
改
め
て
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
争
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
最

愛
の
肉
親
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
ご
遺
族
の
皆

様
、
現
在
も
尚
戦
争
に
苦
し
む
方
々
の
ご
心

中
を
察
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま

す
。

合
掌　
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日曜坐禅会

写　経　会

読　経　会

ご詠歌教室

※初心者の方は事前にプチ修行体験が必要
　になります。
毎月２度、忙しい日常から抜け、禅堂でた
だ坐禅を組んでみませんか？
　7:30		 止静（坐禅開始）
　8:15		 作務（清掃）
　8:30		 下山または茶話会

黒羽山  大雄寺　☎ 0287―54―0332
URL  http://www.daiouji.or.jp/
E-mail  ryoyu@daiouji.or.jp

大雄寺ホームページ　詳細説明、一口法話、お知らせページ、掲示板など掲載

毎月第 2・第 4日曜日午前 7時 30分～	

毎月第 1火曜日午後１時～

毎月第 1火曜日午前 9時～

毎月第 2・第４水曜日午後１時 30分～

大雄寺プチ修行
お寺の生活を半日体験できます。
希望される方は「朝の修行」または「夕刻
の修行」を選び、事前にお問い合わせくだ
さい。

＜朝の修行＞
上山
6:30	 	 坐禅の説明
6:45	 	 暁天（坐禅）
7:15	 	 朝課（読経）
7:35	 	 作務（清掃）
8:05	 	 拝観・回向之証授与
下山

＜夕刻の修行＞
上山
14:45	 	 坐禅の説明
15:00	 	 作務（清掃）
15:30	 	 夜坐（坐禅）
16:00	 	 晩課（読経）	 	
16:20	 	 拝観・回向之証授与
16:55	 	 大梵鐘八声（鐘つき）
下山 写　経　会平成25年の主な行事

１月１日より　　　　初　詣
２月３日　　　　　　節分会
３月９日　　　　　　白旗不動尊大祭
３月１７日～２３日　春彼岸会
５月１日～　　　　　牡丹開花
５月８日　　　　　　花祭り
５月１２日　　　　　第１３回牡丹演奏会
６月８日　　　　　　大般若法会
８月１３日～１６日　盂蘭盆会
９月２０日～２６日　秋彼岸会
１０月１日　　　　　大施食会
１２月１８日　　　　観音祈願法会
１２月３１日　　　　除夜法会


